
 

 

 

◎はじめに 

  「港湾調査」は，統計法（昭和２２年３月２６日法律第１８号）に基づく港湾調査規則（昭

和２６年３月１０日運輸省令第１３号）により，調査対象港湾で取り扱われる貨物量につき，

各月及び各年を調査期間として行われるものです。 

  今回の発表数値は，平成２１年１月から１２月までを調査期間とし，県内の重要港湾[鹿島

港，茨城港（日立港区，大洗港区，常陸那珂港区）]について港湾課において取りまとめたも

のです。 

  なお，この数値は速報値であり，数字の単位未満は四捨五入しているので，合計の数字と

内訳の数字が一致しない場合があります。 

 

◎各港の取扱貨物量 

 １ 重要港湾[鹿島港，茨城港（日立港区，大洗港区，常陸那珂港区）]計 

 

 

 総取扱貨物量 ７８，７９５千トン  外 貿  ３９，１６５千トン 

                   (輸出  3,966千㌧ 輸入 35,199千㌧) 

                    

                   内 貿  ３９，６３０千トン 

                   (移出  22,999千㌧ 移入 16,631千㌧) 

 

 内公共埠頭分 ２３，１１７千トン  外 貿   １，７１６千トン 

                   (輸出    300千㌧ 輸入  1,416千㌧) 

 

                   内 貿  ２１，４００千トン 

                   (移出  10,726千㌧ 移入 10,674千㌧) 

 

 

 平成２１年における県内重要港湾の総取扱貨物量は７８，７９５千トンで，前年より１０，

６９５千トンの減となった。外貿が３９，１６５千トンで前年より７，０７５千トンの減，内

貿が３９，６３０千トンで前年より３，６２０千トンの減であった。 

 外貿について輸出入別にみると，輸出が３，９６６千トンで前年より６９５千トンの減，輸

入が，３５，１９９千トンで前年より６，３８０千トンの減となった。 

 内貿について移出入別にみると，移出が２２，９９９千トンで前年より１，７９９千トンの

減，移入が１６，６３１千トンで前年より１，８２０千トンの減となった。 

 公共埠頭における取扱貨物量は，前年より２，０６５千トン減の２３，１１７千トンとなっ

ている。 

 公共埠頭における外貿は１，７１６千トンと前年より１，２３９千トンの減，内貿が２１，

４００千トンで前年より８２７千トンの減となっている。 

 外貿について輸出入別にみると，輸出が３００千トンで前年より２６９千トンの減，輸入が
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１，４１６千トンで前年より９７０千トンの減であった。内貿について移出入別にみると，移

出が１０，７２６千トンで前年より２５２千トンの減，移入が１０，６７４千トンで５７５千

トンの減となった。 

 

 

２ 鹿 島 港 

 

  

総取扱貨物量  ５５，４０１千トン  外 貿  ３６，３２９千トン 

                    (輸出  3,740千㌧  輸入 32,590千㌧) 

                     

                    内 貿  １９，０７１千トン 

                    (移出 12,681千㌧    移入  6,390千㌧) 

 

 うち公共埠頭分   ２，０７９千トン  外 貿   １，１１５千トン 

                    (輸出    104千㌧  輸入  1,011千㌧) 

 

                    内 貿   ９６４千トン 

                    (移出   483千㌧  移入  482千トン) 

 

 

 平成２１年の総取扱貨物量は，前年より９，６１２千トン減の５５，４０１千トン（前年比

８５．２％）であり，このうち外貿貨物量は３６，３２９千トンで前年より６，７０７千トン

の減（前年比８４．４％），内貿貨物量は１９，０７１千トンで前年より２，９０５千トンの

減（前年比８６．８％ ）であった。 

  外貿貨物のうち，輸出貨物量は前年より４９６千トン減の３，７４０千トン（前年比８８．

３％ ）で，主要取扱品種は鋼材，その他石油製品であった。輸入貨物量は前年より６，２１１

千トン減の３２，５９０千トン（前年比８４．０％）で，主要取扱品種は鉄鉱石，石炭であっ

た。 

 内貿貨物のうち，移出貨物量は，前年より１，４２２千トン減の１２，６８１千トン（前年

比８９．９％）で，主要取扱品種は石油製品，鋼材であった。移入貨物量は前年より１，４８

２千トン減の６，３９０千トン（前年比８１．２％）で，主要取扱品種は重油，石灰石であっ

た。 

  公共埠頭における取扱貨物量は，前年より７７５千トン減の２，０７９千トン（前年比７２．

９％）であり，このうち外貿貨物量は１，１１５千トンで前年より６５３千トンの減（前年比

６３．１％），内貿貨物量は９６４千トンで前年より１２２千トンの減（前年比８８．８％）

であった。 

  外貿貨物のうち，輸出貨物量は前年より６６千トン減の１０４千トン（前年比６１．１％）

で，主要取扱品種は鉄鋼，鋼材であった。輸入貨物量は前年より５８７千トン減の１，０１１

千トン（前年比６３．３％）で，主要取扱品種は動植物性製造飼肥料，非金属鉱物であった。 

  内貿貨物のうち，移出貨物量は前年より１２６千トン増の４８３千トン（前年比１３５．３％）



 

で，主要取扱品種は鉄鋼，鋼材であった。移入貨物量は前年より２４８千トン減の４８２千ト

ン（前年比６６．０％）で，主要取扱品種は砂利・砂，動植物性製造飼肥料であった。 

 

 

３ 茨城港（日立港区，大洗港区，常陸那珂港区） 

 

 

 総取扱貨物量  ２３，３９４千トン  外 貿     ２，８３６千トン 

                   (輸出     227千㌧   輸入  2,609千㌧) 

 

                    内 貿   ２０，５５８千トン 

                  (移出   10,318千㌧   移入   10,425千㌧) 

 

 内公共埠頭分 ２１，０３７千トン  外 貿      ６０１千トン 

                   (輸出    196千㌧ 輸入  405千㌧) 

 

                   内 貿  ２０，４３６千トン 

                   (移出  10,244千㌧ 移入 10,192千㌧) 

 

 

 平成２１年における県内重要港湾の総取扱貨物量は２３，３９４千トンで，前年より１，０

８３千トンの減となった。外貿が２，８３６千トンで前年より３６８千トンの減，内貿が２０，

５５８千トンで前年より７１５千トンの減であった。 

 外貿について輸出入別にみると，輸出が２２７千トンで前年より１９９千トンの減，輸入が，

２，６０９千トンで前年より１６９千トンの減となった。 

 内貿について移出入別にみると，移出が１０，３１８千トンで前年より３７７千トンの減，

移入が１０，２４０千トンで前年より３３８千トンの減となった。 

 公共埠頭における取扱貨物量は，前年より１，２９０千トン減の２１，０３７千トンとなっ

ている。 

 公共埠頭における外貿は６０１千トンと前年より５８６千トンの減，内貿が２０，４３６千

トンで前年より７０４千トンの減となっている。 

 外貿について輸出入別にみると，輸出が１９６千トンで前年より２０３千トンの減，輸入が

４０５千トンで前年より３８３千トンの減であった。内貿について移出入別にみると，移出が

１０，２４４千トンで前年より３７８千トンの減，移入が１０，１９２千トンで３２７千トン

の減となった。 

 

 

 

 

 

 



 

３－１ 茨城港日立港区 

 

 

 総取扱貨物量  ５，１８６千トン  外 貿      ３２８千トン 

                   (輸出     57千㌧   輸入  271千㌧) 

 

                   内 貿   ４，８５８千トン 

                  (移出   2,433千㌧  移入  2,425千㌧) 

 

 

  平成２１年の総取扱貨物量は，前年より７９０千トン減の５，１８６千トン（前年比８６．

８％）であり，このうち外貿貨物量は３２８千トンで前年より３１２千トンの減（前年比５１．

３％），内貿貨物量は４，８５８千トンで前年より４７８千トンの減（前年比９１．０％）で

あった。 

  外貿貨物のうち，輸出貨物量は前年より１４千トン減の５７千トン（前年比８０．８％）で，

主要取扱品種は非鉄金属，金属くずであった。輸入貨物量は前年より２９８千トン減の２７１

千トン（前年比４７．６％）で，主要取扱品種は完成自動車，石炭であった。 

  内貿貨物のうち，移出貨物量は前年より２４５千トン減の２，４３３千トン（前年比９０．

８％）で，主要取扱品種は完成自動車，金属くずであった。移入貨物量は前年より２３３千ト

ン減の２，４２５千トン（前年比９１．２％）で，主要取扱品種は石油製品，完成自動車であ

った。 

 

３－２ 茨城港大洗港区 

 

 

 総取扱貨物量  １３，４５２千トン  内 貿  １３，４５２千トン 

                    (移出  6,898千㌧  移入  6,554千㌧)  

 

内ﾌｪﾘｰ貨物量   １３，４３５千トン  内 貿  １３，４３５千トン 

                   (移出  6,888千㌧  移入  6,546千㌧) 

 

 

  平成２１年の総取扱貨物量は，前年より６８３千トン減の１３，４５２千トン（前年比９５．

２％）であった。 

  内貿貨物のうち，移出貨物量は前年より２９６千トン減の６，８９８千トン（前年比９５．

９％），移入貨物量は前年より３８６千トン減の６，５５４千トン（前年比９４．４％）であ

った。 

 総取扱貨物量の９９．９％を占めるフェリー輸送貨物は，前年より６８１千トン減の１３，

４３５千トン（前年比９５．２％）であった。 

  

  



 

３－３ 茨城港常陸那珂港区 

 

 

 総取扱貨物量   ４，７５６千トン  外 貿   ２，５０８千トン 

                 (輸出  169千㌧ 輸入 2,339千㌧) 

              

                 内 貿  ２，２４８千トン 

                 (移出  987千㌧ 移入  1,262千㌧) 

 

 内ｺﾝﾃﾅ貨物量     １１３千トン  外 貿      ８０千トン 

                    (輸出      9千㌧ 輸入     72千㌧) 

 

                    内 貿       ３２千トン 

                    （移出    7千㌧ 移入    26千㌧）   

  

  平成２１年の総取扱貨物量は，前年より３９０千トン増の４，７５６千トン（前年比１０８．

９％）であり，このうち外貿貨物量は２，５０８千トンで前年より５６千トン減（前年比９７．

８％），内貿貨物量は２，２４８千トンで前年より４４６千トンの増（前年比１２４．８％）

であった。 

  外貿貨物のうち，輸出貨物量は前年より１８５千トン減の１６９千トン（前年比４７．７％）

で，主要取扱品種は産業機械，完成自動車であった。輸入貨物量は前年より１２９千トン増の

２，３３９千トン（前年比１０５．８％）で，主要取扱品種は石炭，非鉄金属であった。 

  内貿貨物のうち，移出貨物量は前年より１６５千トン増の９８７千トン（前年比１２０．１％）

で，主要取扱品種は完成自動車，製造食品であった。移入貨物量は前年より２８１千トン増の

１，２６２千トン（前年比１２８．７％）で，主要取扱品種は完成自動車，紙・パルプであっ

た。 

  総取扱貨物量のうち，コンテナによる取扱貨物量は，前年より４８千トン減の１１３千トン

（前年比７０．３％）であり，外貿コンテナが前年より２０千トン減の８０千トン（前年比７

９．８％），内貿コンテナが前年より２７千トン減の３２千トン（前年比５４．３％）である。 

  また，コンテナの取扱個数は１８，９８０ＴＥＵ（前年比７５．２％）であった。 

 主なコンテナによる取扱品種は，輸出で非鉄金属，再利用資材，輸入で紙・パルプ，産業機

械，移出で産業機械，紙・パルプ，移入で染料・塗料・合成樹脂・その他化学工業品，紙・パ

ルプであった。 

  


